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フ
ラ
ン
ス
で
は		

「
哲
学
」
が
必
修
科
目

　
「
認
識
を
欠
い
た
場
合
、
解
釈

で
き
る
か
」「
我
々
は
幸
せ
に
な

る
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」「
政

治
に
関
心
を
持
た
ず
に
道
徳
的
に

ふ
る
ま
う
こ
と
は
で
き
る
か
」
―

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
の

リ
セ
（
高
校
）
修
了
認
証
国
家
試

験
「
バ
カ
ロ
レ
ア
」
の
「
哲
学
」

の
問
題
で
す
。   

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
リ
セ
の
最
終

学
年
で
哲
学
の
授
業
が
必
修
科
目

に
な
り
、
人
文
系
の
生
徒
は
週
８

時
間
、
経
済
・
社
会
系
は
週
４
時

間
、
科
学
系
は
週
３
時
間
、
職
業

系
で
も
週
２
時
間
の
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
哲
学
の
授

業
は
、初
等
教
育
以
降
の
国
語（
フ

ラ
ン
ス
語
）
の
授
業
を
引
き
継
い

で
、
論
理
的
に
思
考
す
る
こ
と
を

徹
底
的
に
教
え
る
場
、
フ
ラ
ン
ス

初
等
・
中
等
教
育
の
総
仕
上
げ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
が
バ
カ
ロ
レ
ア
で
問
わ

れ
る
の
で
す
。
哲
学
の
試
験
（
論

述
式
、
４
時
間
）
で
は
、
知
識
だ

け
で
な
く
明
晰
な
判
断
力
と
論
理

展
開
の
能
力
、
そ
れ
を
的
確
に
表

現
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

中
学
・
高
校
7
年
間
必
修
の	

「
歴
史
・
地
理
」
同
時
教
育

　

フ
ラ
ン
ス
学
校
教
育
の
特
徴

は
、
哲
学
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
歴

史
」
と
「
地
理
」
は
フ
ラ
ン
ス
国

民
と
し
て
の
人
間
形
成
に
必
要
不

可
欠
な
教
科
目
で
、
相
互
に
補
完

し
あ
う
関
係
に
あ
る
と
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
日
本
の
中

学
・
高
校
に
相
当
す
る
コ
レ
ー
ジ

ュ
と
リ
セ
で
は
「
歴
史
・
地
理
」

は
一
体
不
可
分
の
必
修
科
目
と
な

っ
て
お
り
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
教
科

書
は
歴
史
（
冊
子
前
半
）
と
地
理

（
冊
子
後
半
）
が
一
冊
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
や
グ
ラ
ン

ゼ
コ
ー
ル
（
高
度
専
門
職
養
成
機

関
）へ
の
進
学
を
目
指
す
生
徒
は
、

中
等
教
育
の
７
年
間
、
毎
年
、
歴

史
と
地
理
を
学
習
し
ま
す
。

近
現
代
史
を
重
視
し
た	
	

歴
史
教
育

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
の

４
年
間
を
か
け
て
古
代
か
ら
現
代

に
い
た
る
通
史
を
ゆ
っ
く
り
学
び

ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
含
む

18
世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
及
び
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
主
要
舞
台
と
す
る
近

現
代
史
は
、
生
徒
の
発
達
段
階
が

進
ん
だ
第
４
級
と
第
３
級
の
２
年

を
か
け
て
学
習
し
ま
す
。

　

リ
セ
で
は
、
第
２
級
で
古
代
か

ら
19
世
紀
前
半
ま
で
を
学
習
し
、

第
１
級
と
最
終
級
で
は
、
そ
れ
以

後
の
近
現
代
史
を
扱
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

の
中
等
歴
史
教
育
は
近
現
代
史
を

極
め
て
重
要
視
し
て
お
り
、
日
本

で
よ
く
聞
く
「
授
業
時
間
が
足
り

ず
、
明
治
以
降
の
近
現
代
史
は
ほ

と
ん
ど
学
習
し
な
か
っ
た
」
と
い

う
こ
と
は
起
こ
り
え
ま
せ
ん
。

「
景
観
」
で
始
ま
る	

	

地
理
教
育

　

フ
ラ
ン
ス
の
地
理
教
育
で
は

「
景
観
（paysages

）」
が
非
常

に
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
コ
レ
ー
ジ

ュ
１
年
目
（
第
６
級
）
の
学
習
指

導
要
領
に
よ
る
と
、
地
理
教
育
の

第
１
テ
ー
マ
は
「
身
近
な
空
間
：

景
観
と
領
域
」
で
、
空
間
を
把
握

す
る
特
別
な
ツ
ー
ル
と
し
て
「
景

性
を
取
り
扱
い
ま
す
が
、「
景
観
」

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
読

み
解
く
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
地

理
教
育
は
、
写
真
や
図
な
ど
に
描

か
れ
た
空
間
や
景
観
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
か
が
学
習
の
起
点
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
基
軸	

帰
納
的
学
習
方
法

　

フ
ラ
ン
ス
の
地
理
教
科
書
の
一

つ
の
学
習
テ
ー
マ
は
、「
問
題
提

起
→
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
複
数
）

→
基
礎
知
識
の
学
習
→
基
本
と
な

る
地
図
→
練
習
問
題
→
ま
と
め
」

と
い
っ
た
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
一

般
的
・
普
遍
的
な
考
え
方
を
見
出

そ
う
と
す
る
帰
納
的
な
学
習
方
法

で
、
体
系
的
・
網
羅
的
な
知
識
の

習
得
に
軸
足
を
お
く
日
本
の
地
理

学
習
の
方
法
と
は
大
き
く
異
な
る

フ
ラ
ン
ス
地
理
教
育
の
特
徴
で

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

で
は
、
多
く
の
テ
キ
ス
ト
・
写
真

・
地
図
・
統
計
が
提
示
さ
れ
ま
す

が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
資
料
に
設
問

が
あ
り
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
で

資
料
を
読
み
解
く
力
を
養
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
学
習
テ
ー
マ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
ク
ロ
ッ
キ
ー
」
で	

	

課
題
の
全
体
像
を
総
体
化

　

フ
ラ
ン
ス
の
地
理
教
育
で
は
、

地
理
空
間
を
構
造
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
バ
カ

ロ
レ
ア
の
地
理
で
は
、「
ブ
ラ
ジ

ル
の
国
土
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」「
空

間
の
再
構
成
：
ロ
シ
ア
」
な
ど
、

あ
る
学
習
課
題
を
略
図（
白
地
図
）

に
ま
と
め
な
さ
い
と
い
う
形
式
の

問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク

　「秘境駅」という言葉を耳にされたことはあり
ますか。秘境駅は、駅の周辺には人家が希少で、
中には鉄道以外でその駅にアクセスすることが極
めて困難な場所もあります。
　日本一の秘境駅とされる北海道の「小幌駅」を
訪問したのは 2 年前の夏。駅を廃駅にする報道と、
存続を求めるニュースが交錯し始めたころです。
夏のハイシーズンの週末にも関わらず、乗降客は
ゼロ。確かに「秘境」を満喫できた反面、鉄道フ
ァンだけを頼るにはあまりにも厳しい現実を肌身
で感じました。
　江戸時代の仏師円空と一刀彫の円空仏に魅力を

馳せる人も多いでしょう。円空が最北の地でとど
まったとされるのが小幌洞窟。中にはレプリカな
がら数体の円空仏が祀られています。小幌駅か
らやや険しい山道を歩くこと 20 分で到達でき、
350 年前に円空が見た景色と変わりない原始的
空間の中で、円空仏と対座できる贅沢は、他には
ありません。
　「秘境駅」×「円空仏」。それぞれに興味を持ち
つつも、現地を訪れるまではそれぞれの魅力が小
幌駅で交わるとは意識しませんでした。アメリカ
の S.R. ホールが提唱した消費者の行動の法則で
ある AIDMA（アイドマ）の法則によれば、行動
心理の最初のステップは「認知段階」に始まりま
す。今秋、小幌駅の㏚活動としてのフォトコンテ
ストが展開されているニュースに接し、道の駅の
情報発信にも通用する、情報行動における「認知」
の重要性を改めて実感したものです。

シリーズ「国土教育」 国語、哲学、歴史・地理は必修

「考え、表現すること」を教えるフランスの教育

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
の
で

す
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
は
「l'exception 

française(

フ
ラ
ン
ス
的
例
外)

」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
フ
ラ
ン
ス
人
は
祖
国
を
強
く
愛

し
、
フ
ラ
ン
ス
が
他
国
に
対
し
て

「
文
化
的
な
優
越
性
」
を
持
つ
と

信
じ
て
い
ま
す
が
、「
フ
ラ
ン
ス

的
例
外
」
は
、
哲
学
や
地
理
を
は

じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
教

育
か
ら
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
よ
う
で
す
。

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト 

森
田
康

夫
）

７

国道愛好家
� 松波成行

ロ
ッ
キ
ー
（croquis

）
と
呼
ば

れ
る
地
理
の
学
習
ス
キ
ル
で
、
学

習
課
題
の
全
体
像
を
視
覚
的
で
分

か
り
や
す
い
図
に
総
体
化
さ
せ
る

も
の
で
す
。
優
れ
た
ク
ロ
ッ
キ
ー

を
作
成
す
る
に
は
、
課
題
を
正
確

に
読
み
解
く
力
、
課
題
の
説
明
に

必
要
充
分
な
知
識
、
読
み
手
に
分

か
り
や
す
く
描
く
表
現
力
な
ど
、

か
な
り
難
易
度
の
高
い
能
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
教
育
で
重
要
な
こ

と
は
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
、
考

え
を
論
理
的
に
相
手
に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
、
そ
の
と
き
動
員
で
き
る

フランスの田園景観（Hachette社）

フランスの歴史・地理教科書（Hachette社）

観
」
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
学

習
対
象
を
世
界
に

広
げ
「
都
市
に
住

む
」「
地
方
に
住

む
」「
海
岸
線
に

住
む
」「
制
約
の

強
い
地
域
（
高
温

砂
漠
、
寒
冷
地
、

高
地
、
島
）
に
住

む
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
ご
と
に
、
人

間
社
会
（
人
の
国

土
へ
の
働
き
か
け

の
歴
史
）
の
多
様

ふかうら
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　琵琶湖西部に広がる比良山脈を望む

滋賀県大津市和邇中 528
国道 161 号湖西道路　TEL.077-594-8131
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